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市民の主な意識等

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）
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＜実施概要＞
１実施日 令和6年6月24日～6月27日
２対象者 調査会社に登録している川崎市在住のモニター
３回答数 1,500件（うち川崎区227件、川崎区以外1,273件）



市民の主な意識等

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

4

Q1. ミックスペーパーは、主にどのように出していますか。(1つ選択）

ミックスペーパーの収集日に出している

58.9

43.0

56.5

62.8

61.8

67.8

66.2

普通ごみに出している

31.4

47.8

34.3

28.8

28.1

23.0

15.5

資源集団回収に出している

8.4

7.7

8.6

6.1

8.4

9.2

18.3

その他

2.3

全体 (1500)

18歳～29歳 (207)

30歳～39歳 (370)

40歳～49歳 (344)

50歳～59歳 (356)

60歳～69歳 (152)

70歳以上 (71)

▼年齢が高いほどミックスペーパーの収集日や、資源集団回収に出している割合が大きい
一方、10~20代は普通ごみに出している割合が約5割



分別に手間

がかかるため

何が対象か

分からない

ため

収集頻度が

週1回と

少ないため

分別収集し

ていることを

知らなかった

ため

排出する紙

袋がないため

ひもで結ぶの

に手間が

かかるため

個人情報が

気になるため
その他

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=471)

18歳～29歳(n=99)

30歳～39歳(n=127)

40歳～49歳(n=99)

50歳～59歳(n=100)

60歳～69歳(n=35)

70歳以上(n=11)

市民の主な意識等
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Q2.ミックスペーパーを普通ごみに出している理由を教えて下さい。（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

▼全年代で「何が対象かわからないため」が高く、
次に「分別に手間がかかるため」の割合が高い



市民の主な意識等
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Q3.不要になった布類（古着など）は、主にどのように出していますか。(1つ選択）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

全体 (1500)

18歳～29歳 (207)

30歳～39歳 (370)

40歳～49歳 (344)

50歳～59歳 (356)

60歳～69歳 (152)

70歳以上 (71)

13.5

9.7

9.2

13.7

15.7

21.7

18.3

45.3

36.2

50.3

45.3

46.6

38.2

54.9

13.3

15.0

13.8

14.2

11.5

15.1

7.0

2.3

2.4

3.0

2.0

2.0

2.0

2.8

6.8

11.1

7.8

8.7

3.7

4.6

3.9

8.2

5.1

2.9

2.8

2.0

13.7

16.4

10.5

11.9

16.6

15.1

12.7 4.2

資源集団回収に

出している

普通ごみに

出している

リサイクル店へ

持ち込んでいる

区役所や生活環境事業所

などに持ち込んでいる

インターネットサイトを

利用して売っている

家族や知人に

譲っている

雑巾等として

利用する
その他

▼古着などを普通ごみに出している割合は、70代が5割超と最も高い。一方、10～20代は
インターネットを利用して売却するなど、リユース・リサイクルの割合が他の年代よりも高い



市民の主な意識等
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Q4.不要になった布類（古着など）を普通ごみに出している理由を教えてください。(いくつでも選択可)

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

分別に手間がかかる

ため

汚れたり破れたりして

おり、売ったり譲ったり

できないため

近隣の資源集団回収

拠点で集めていない

ため

他人にわたるのは嫌な

ため
その他

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=680)

18歳～29歳(n=75)

30歳～39歳(n=186)

40歳～49歳(n=156)

50歳～59歳(n=166)

60歳～69歳(n=58)

70歳以上(n=39)

▼年齢が高いほど汚れたり等で他者へ譲ったりできない割合が多く
年齢が低いほど分別に手間がかかると感じている



市民の主な意識等
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Q5.布類（古着など）に含まれる合成繊維（ポリエステル等）は、燃やすと温室効果ガスが
多量に出てしまうことを知っていますか。(1つ選択）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

全体 (1500)

18歳～29歳 (207)

30歳～39歳 (370)

40歳～49歳 (344)

50歳～59歳 (356)

60歳～69歳 (152)

70歳以上 (71)

知っている

26.9

30.0

20.5

25.9

26.1

35.5

40.8

知らなかった

73.1

70.0

79.5

74.1

73.9

64.5

59.2

▼年齢が高くなるにつれて「知っている」方の割合が多い



市民の主な意識等
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Q6.プラスチック資源/プラスチック製容器包装は、主にどのように出していますか。(1つ選択）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

全体 (1500)

18歳～29歳 (207)

30歳～39歳 (370)

40歳～49歳 (344)

50歳～59歳 (356)

60歳～69歳 (152)

70歳以上 (71)

プラスチック資源/プラスチック製容器包装の

収集日に出している

82.4

71.5

78.1

82.8

87.6

90.1

91.5

普通ごみに出している

17.1

28.5

21.4

16.9

11.0

9.9

8.5

その他

▼年齢が高くなるにつれ、プラスチック資源/プラスチック製容器包装の収集日に出し
ている割合が増えている。一方、10～2０代の約３割は普通ごみに出している



市民の主な意識等（川崎区）
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Q6.プラスチック資源は、主にどのように出していますか。(1つ選択）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

全体 (227)

18歳～29歳 (39)

30歳～39歳 (52)

40歳～49歳 (49)

50歳～59歳 (52)

60歳～69歳 (28)

70歳以上 (7)

プラスチック資源の収集日に出している

74.9

53.8

65.4

77.6

86.5

89.3

100.0

普通ごみに出している

24.7

46.2

34.6

22.4

11.5

10.7

その他

▼年齢が高くなるにつれて、
「プラスチック資源の収集日に出している」の割合が増える傾向



市民の主な意識等（川崎区以外）
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Q6.プラスチック製容器包装は、主にどのように出していますか。(1つ選択）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

全体 (1273)

18歳～29歳 (168)

30歳～39歳 (318)

40歳～49歳 (295)

50歳～59歳 (304)

60歳～69歳 (124)

70歳以上 (64)

プラスチック製容器包装の収集日に出している

83.7

75.6

80.2

83.7

87.8

90.3

90.6

普通ごみに出している

15.7

24.4

19.2

15.9

10.9

9.7

9.4

その他

▼年齢が高くなるにつれて、「プラスチック製容器包装収集日に出している」割合が高い。
（川崎区と比較すると、やや緩やかな傾向）



市民の主な意識等（川崎区以外）
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Q7.プラスチック製容器包装を普通ごみに出している理由を教えて下さい。(いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=200)

18歳～29歳(n=41)

30歳～39歳(n=61)

40歳～49歳(n=47)

50歳～59歳(n=33)

60歳～69歳(n=12)

70歳以上(n=6)

何が対象か

分からない

ため

分別に手間

がかかるため

洗浄に手間

がかかるため

どの程度の汚

れなら出せる

か分からない

ため

収集頻度が

週1回だと少

ないため

分別収集し

ていることを

知らなかった

ため

燃やした方が

良いと思って

いるため

その他

▼全年代で「分別に手間がかかるため」 が高く、次に「何が対象かわからないため」の割合が高い



市民の主な意識等

13

Q8.プラスチックは燃やすと温室効果ガスが多量に出てしまうことを知っていますか。(1つ選択）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

全体 (1500)

18歳～29歳 (207)

30歳～39歳 (370)

40歳～49歳 (344)

50歳～59歳 (356)

60歳～69歳 (152)

70歳以上 (71)

知っている

69.8

59.4

64.6

66.0

75.8

84.2

84.5

知らなかった

30.2

40.6

35.4

34.0

24.2

15.8

15.5

▼年齢が高くなるにつれ、知っている割合が高くなっている。



市民の主な意識等（川崎区）
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Q8.プラスチックは燃やすと温室効果ガスが多量に出てしまうことを知っていますか。(1つ選択）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

知っている

67.0

43.6

59.6

67.3

78.8

82.1

100.0

知らなかった

33.0

56.4

40.4

32.7

21.2

17.9

全体 (227)

18歳～29歳 (39)

30歳～39歳 (52)

40歳～49歳 (49)

50歳～59歳 (52)

60歳～69歳 (28)

70歳以上 (7)

▼年齢が高くなるにつれて、「知っている」割合が高い



市民の主な意識等（川崎区以外）
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Q8.プラスチックは燃やすと温室効果ガスが多量に出てしまうことを知っていますか。(1つ選択

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

全体 (1273)

18歳～29歳 (168)

30歳～39歳 (318)

40歳～49歳 (295)

50歳～59歳 (304)

60歳～69歳 (124)

70歳以上 (64)

知っている

70.3

63.1

65.4

65.8

75.3

84.7

82.8

知らなかった

29.7

36.9

34.6

34.2

24.7

15.3

17.2

▼年齢が高くなるにつれて、「知っている」割合が高い
「18歳～29歳」の「知っている」割合が、川崎区と比較し高い



市民の主な意識等

16

Q9.分別されたペットボトルやプラスチック資源/プラスチック製容器包装は市内事業者の高度な技
術で新たなペットボトルや水素、プラスチック製品等に生まれ変わっていることを知っていま
すか。また、知っている方は、それは主に何で知りましたか。(1つ選択）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

全体 (1500)

18歳～29歳 (207)

30歳～39歳 (370)

40歳～49歳 (344)

50歳～59歳 (356)

60歳～69歳 (152)

70歳以上 (71)

ニュースで知った

43.8

26.6

39.5

43.6

50.8

55.9

56.3

学校からの情報で知った

8.1

26.6

10.5

6.1

2.0

市や事業者のホームページで

知った

18.6

14.0

13.0

17.7

23.6

24.3

28.2

その他 知らなかった

28.2

31.9

35.9

31.4

23.3

15.8

12.7

▼年齢が高くなるにつれて知っている割合が多く、その情報源はニュースやホームページが多い



市民の主な意識等（川崎区以外）
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令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

ニュースで知った

43.7

25.0

39.3

43.7

51.0

55.6

56.3

学校からの情報で知った

8.4

29.8

10.4

5.8

2.4

市や事業者のホームページ

で知った

18.5

14.3

13.2

19.7

21.7

23.4

26.6

その他

2.4

知らなかった

28.1

29.8

36.5

29.5

25.0

16.1

14.1

全体 (1273)

18歳～29歳 (168)

30歳～39歳 (318)

40歳～49歳 (295)

50歳～59歳 (304)

60歳～69歳 (124)

70歳以上 (64)

▼年齢が高くなるにつれて知っている割合が多く、その情報源はニュースやホームページが多い

Q9.分別されたペットボトルやプラスチック資源/プラスチック製容器包装は市内事業者の高度な技
術で新たなペットボトルや水素、プラスチック製品等に生まれ変わっていることを知っていま
すか。また、知っている方は、それは主に何で知りましたか。(1つ選択）



市民の主な意識等
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Q10.使い捨てのプラスチック製品（レジ袋やスプーン等）を使わないように意識していますか。
(1つ選択）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

全体 (1500)

18歳～29歳 (207)

30歳～39歳 (370)

40歳～49歳 (344)

50歳～59歳 (356)

60歳～69歳 (152)

70歳以上 (71)

意識している

32.1

22.2

25.1

35.2

37.9

34.9

47.9

少し意識している

38.2

30.9

40.5

37.5

39.0

44.7

32.4

あまり意識していない

19.9

27.5

23.2

18.3

17.1

14.5

12.7

意識していない

9.8

19.3

11.1

9.0

5.9

5.9

7.0

▼「意識している」方の割合は年齢が高い方ほど多い



市民の主な意識等
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Q11.使い捨てのプラスチック製品で、あなたが減らすことができると思うものはありますか。
（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

18歳～29歳(n=207)

30歳～39歳(n=370)

40歳～49歳(n=344)

50歳～59歳(n=356)

60歳～69歳(n=152)

70歳以上(n=71)

レジ袋
スプーン・

フォーク
ストロー ペットボトル 弁当容器 ドリンクカップ その他 特にない

▼年齢が高いほど各項目で減らせると思っている方が多く、
低い年齢ほど「特にない」と回答していることから各項目の割合が低い



市民の主な意識等
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Q12.あなたの家で食品ロスが発生するときはどんな時ですか。（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

期限切れなどで

捨てる時

自分や家族が

食べ残した時

食材の皮を厚く

むき過ぎた時
その他 意識したことは無い

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

18歳～29歳(n=207)

30歳～39歳(n=370)

40歳～49歳(n=344)

50歳～59歳(n=356)

60歳～69歳(n=152)

70歳以上(n=71)

▼全年代で「期限切れなどで捨てる時」が高く、
次に「自分や家族が食べ残したとき」の割合が高い



▼年齢が高い方は「資源物とごみの分け方・出し方」のパンフレットを見て確認する方や
問い合わせをする方が多い。一方で「18歳～29歳」では「普通ごみとして出す」が多い

市民の主な意識等
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Q13.ごみの分別に迷った際にはどのようにしていますか。（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

「資源物とごみの

分け方・出し方」の

パンフレットを見て

確認する

市ホームページ

を見る

市ごみ分別アプリ

を見る

市や区役所、生

活環境事業所な

どに問い合わせる

普通ごみとして

出す
その他

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

18歳～29歳(n=207)

30歳～39歳(n=370)

40歳～49歳(n=344)

50歳～59歳(n=356)

60歳～69歳(n=152)

70歳以上(n=71)



0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

18歳～29歳(n=207)

30歳～39歳(n=370)

40歳～49歳(n=344)

50歳～59歳(n=356)

60歳～69歳(n=152)

70歳以上(n=71)

市民の主な意識等
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Q14.分別に迷うものは何ですか。（いくつでも選択可）

ミ

ッ

ク

ス

ぺ

ー

パ

ー

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

資

源

/

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

製

容

器

包

装

小

物

金

属

粗

大

ご

み

新

聞

・

雑

誌

・

段

ボ

ー

ル

空

き

缶

・

空

瓶

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

使

用

済

み

乾

電

池

充

電

式

電

池

古

着

・

古

布

小

型

家

電

そ

の

他

迷

う

も

の

は

な

い

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

▼「小物金属」「小型家電」「充電式電池」は、全年代で、迷う方の割合が大きい



0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

18歳～29歳(n=207)

30歳～39歳(n=370)

40歳～49歳(n=344)

50歳～59歳(n=356)

60歳～69歳(n=152)

70歳以上(n=71)
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Q15. ごみを出さない取組（リデュース）として、あなたが実践しているものを選んでください。
（いくつでも選択可）

余

分

に

買

い

過

ぎ

ず

、

必

要

な

物

だ

け

を

買

う

よ

う

に

し

て

い

る

小

分

け

商

品

、

少

量

パ

ッ

ク

商

品

を

購

入

す

る 外

出

す

る

時

は

、

マ

イ

ボ

ト

ル

や

マ

イ

箸

を

使

用

し
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る
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時

的

に
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う

物

は

、

レ

ン

タ

ル

す

る

よ

う

に
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て

い

る
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ベ

ビ

ー

ベ

ッ

ド

、

家

電

等

）

レ

ジ

袋

や

過

剰

包

装

は

断

っ

た

り

、

詰

替

え

や

簡

易

包

装

の

商

品

を

選

ぶ

よ

う

に

し

て

い

る

野

菜

は

丸

ご

と

使

う

な

ど

、

調

理

く

ず

の

出

な

い

エ

コ

ク

ッ

キ

ン

グ

を

実

践

し

て

い

る

適

量

を

作

り

料

理

の

食

べ

残

し

は

し

な

い

よ

う

に

し

て

い

る

「

賞

味

期

限

」

を

過

ぎ

て

も

捨

て

ず

、

自

分

で

食

べ

ら

れ

る

か

判

断

す

る 生

ご

み

は

よ

く

水

を

切

っ

て

か

ら

出

し

て

い

る 飲

食

店

等

で

料

理

を

残

し

た

ら

持

ち

帰

る

（

ド

ギ

ー

バ

ッ

グ

を

使

う

）

郵

便

ダ

イ

レ

ク

ト

メ

ー

ル

は

断

る

よ

う

に

し

て

い

る

ラ

ッ

プ

を

使

わ

ず

、

ふ

た

付

き

容

器

を

使

用

し

て

い

る

生

ご

み

処

理

機

等

を

活

用

し

て

い

る

そ

の

他

特

に

実

践

し

て

い

な

い

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

▼「特に実践していない」は年齢が低いほど多い傾向



▼年齢が高い方が繰り返し使用している傾向にあり、
年齢が低いほうがフリマアプリやフリーマーケットを積極的に利用している傾向

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

18歳～29歳(n=207)

30歳～39歳(n=370)

40歳～49歳(n=344)

50歳～59歳(n=356)

60歳～69歳(n=152)

70歳以上(n=71)
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Q16.繰り返し使う取組（リユース）として、あなたが実践しているものを選んでください。
（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

シャンプーや台所

洗剤などは、詰替

え商品を購入し、

容器は繰り返し

使用している

家具や家電製品

などは、修理して

使用している

フリマアプリやフリー

マーケットを積極的

に利用している

リサイクルショップを

利用するようにして

いる

その他
特に実践して

いない



▼年齢が高い方がリサイクルに向けた取組の割合が高く、
年齢が低い方が「特に実践していない」という方が多い傾向

市民の主な意識等

25

Q17.ごみのリサイクルに向けた取組として、あなたが実践しているものを選んでください。
（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

18歳～29歳(n=207)

30歳～39歳(n=370)

40歳～49歳(n=344)

50歳～59歳(n=356)

60歳～69歳(n=152)

70歳以上(n=71)

トイレットペー

パーなどは、再生

品を選んで購入

している

牛乳パックや食

品トレイ・ペットボ

トルは、販売店

などの店頭回収

に持っていってい

る

生ごみを堆肥化

して使用している

小型家電は、区

役所や生活環

境事業所などの

資源物拠点回

収に持ち込んで

いる

市のルールに従っ

て資源物を分別

し、適正に排出

している

資源集団回収を

利用している
その他

特に実践して

ない



市民の主な意識等
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Q18.あなたは、ごみの分別や３Rにどの程度関心がありますか。(1つ選択）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

全体 (1500)

18歳～29歳 (207)

30歳～39歳 (370)

40歳～49歳 (344)

50歳～59歳 (356)

60歳～69歳 (152)

70歳以上 (71)

非常に関心がある

12.7

9.7

7.8

16.0

12.9

13.8

26.8

ある程度関心がある

52.5

46.4

49.2

48.8

56.7

64.5

59.2

あまり関心がない

22.4

22.7

26.2

22.1

23.6

17.1

8.5

まったく関心がない

12.4

21.3

16.8

13.1

6.7

4.6

5.6

▼年齢が高いほうが関心が高い



市民の主な意識等
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Q20.過去３年間程度の間に美化活動やごみ拾いに参加したことがありますか。(1つ選択）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

全体 (1500)

18歳～29歳 (207)

30歳～39歳 (370)

40歳～49歳 (344)

50歳～59歳 (356)

60歳～69歳 (152)

70歳以上 (71)

ある

14.5

12.1

9.5

16.0

15.4

18.4

28.2

ない

66.7

65.2

69.7

66.6

67.4

63.2

59.2

ないが、今後参加してみたい

18.8

22.7

20.8

17.4

17.1

18.4

12.7

▼年齢が高いほうが参加経験された方が多い



0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

18歳～29歳(n=207)

30歳～39歳(n=370)

40歳～49歳(n=344)

50歳～59歳(n=356)

60歳～69歳(n=152)

70歳以上(n=71)

市民の主な意識等
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Q21.災害時に向けて、何か対策をしてますか。（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

携帯トイレの

備蓄

災害時のごみの

出し方

パンフレットの

確認

家の整理整頓

災害情報の

入手方法の

確認

避難所の確認
水・食料の

備蓄
その他

▼年齢が高くなるにつれて対策をしている傾向



市民の主な意識等
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Q22.ごみの分別や３Rに関することで、どの媒体による広報を充実させてほしいですか。
（複数選択 最大3つまで）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

市政だより チラシ・パンフレット ホームページ
SNS（LINE、

Instagram等）
回覧板 その他

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

18歳～29歳(n=207)

30歳～39歳(n=370)

40歳～49歳(n=344)

50歳～59歳(n=356)

60歳～69歳(n=152)

70歳以上(n=71)

▼年齢が高くなるにつれて紙媒体での充実化を希望し、
年齢が低いほどSNSの充実を希望している
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分別に迷った

際のごみの分

け方・出し方

に関する情報

分別して出し

た資源物が、

どのようにリサ

イクルされ何に

生まれ変わっ

たかの情報

ごみ処理に関

して川崎市と

他都市を比

較した情報

ごみ処理の状

況に関する情

報（ごみの総

量、焼却量、

リサイクルされ

た量や割合な

ど）

災害時のごみ

の出し方など

の情報

ごみ処理にか

かった経費の

情報

ごみ処理の分

野における地

球温暖化の

防止に関する

情報（温室

効果ガスの排

出量など）

どこの場所で

何の資源物

を回収してい

るかの情報

その他 特にない

Q23.ごみ処理に関するどのような情報を知りたいと思いますか。（複数選択 最大3つまで）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

18歳～29歳(n=207)

30歳～39歳(n=370)

40歳～49歳(n=344)

50歳～59歳(n=356)

60歳～69歳(n=152)

70歳以上(n=71)

▼全年代で「分別に迷った際のごみの分け方・出し方に関する情報」が多い



0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

18歳～29歳(n=207)

30歳～39歳(n=370)

40歳～49歳(n=344)

50歳～59歳(n=356)

60歳～69歳(n=152)

70歳以上(n=71)
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Q24.今後、ごみの減量とリサイクルを進めていくために、市はどのような取組を行うべきだと
思いますか。（複数選択 最大3つまで）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（年代別）

▼全年代で「分別がわかりにくいものを広報して欲しい」割合が高い

ご

み

の

減

量

の

ア

イ

デ

ィ

ア

を

募

集

し

、

紹

介

す

る

分

別

が

わ

か

り

に

く

い

も

の

を

広

報

な

ど

で

定

期

的

に

取

り

上

げ

る

生

ご

み

の

水

切

り

に

よ

る

減

量

効

果

を

よ

り

広

く

周

知

す

る

食

べ

残

し

な

ど

の

食

品

ロ

ス

を

な

く

す

よ

う

広

く

周

知

す

る

リ

サ

イ

ク

ル

シ

ョ

ッ

プ

の

情

報

や

不

用

品

を

売

買

で

き

る

よ

う

な

情

報

を

提

供

す

る

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

な

ど

の

不

用

品

交

換

・

売

買

イ

ベ

ン

ト

を

推

進

す

る

ス

ー

パ

ー

な

ど

で

、

簡

易

包

装

や

量

り

売

り

、

店

頭

回

収

に

取

り

組

む

店

舗

の

情

報

を

提

供

す

る

マ

イ

バ

ッ

グ

、

マ

イ

ボ

ト

ル

、

マ

イ

箸

な

ど

の

使

用

を

促

進

す

る

ご

み

の

分

別

や

３

R

に

つ

い

て

、

地

域

で

の

勉

強

会

を

開

き

、

家

庭

で

の

取

組

み

を

促

進

す

る

ご

み

の

分

別

や

３

R

の

必

要

性

に

つ

い

て

、

幼

稚

園

や

保

育

園

を

含

め

、

子

ど

も

た

ち

へ

の

環

境

教

育

を

推

進

す

る

そ

の

他
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Q7.プラスチック資源/プラスチック製容器包装を普通ごみに出している理由を教えて下さい。
（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（性別）

何が対象か

分からない

ため

分別に手間

がかかるため

洗浄に手間

がかかるため

どの程度の汚

れなら出せる

か分からない

ため

収集頻度が

週1回だと少

ないため

分別収集し

ていることを

知らなかった

ため

燃やした方が

良いと思って

いるため

その他

0%
20%
40%
60%
80%
100%

全体(n=256)

男性(n=138)

女性(n=112)

答えたくない(n=6)

▼「女性」で「分別収集していることを知らなかったため」が全体と比較して高い



市民の主な意識等（川崎区）
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Q7.プラスチック資源を普通ごみに出している理由を教えて下さい。（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（性別）

0%
20%
40%
60%
80%
100%

全体(n=56)

男性(n=37)

女性(n=18)

答えたくない(n=1)

何が対象か

分からない

ため

分別に手間

がかかるため

洗浄に手間

がかかるため

どの程度の汚

れなら出せる

か分からない

ため

収集頻度が

週1回だと少

ないため

分別収集し

ていることを

知らなかった

ため

燃やした方が

良いと思って

いるため

その他

▼男性の「どの程度の汚れなら出せるか分からないため」は、女性に比べ低い



市民の主な意識等（川崎区以外）
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Q7.プラスチック製容器包装を普通ごみに出している理由を教えて下さい。（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（性別）

0%
20%
40%
60%
80%
100%

全体(n=200)

男性(n=101)

女性(n=94)

答えたくない(n=5)

何が対象か

分からない

ため

分別に手間

がかかるため

洗浄に手間

がかかるため

どの程度の汚

れなら出せる

か分からない

ため

収集頻度が

週1回だと少

ないため

分別収集し

ていることを

知らなかった

ため

燃やした方が

良いと思って

いるため

その他

▼「女性」で「分別収集していることを知らなかったため」が全体と比較して高い
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Q15. ごみを出さない取組（リデュース）として、あなたが実践しているものを選んでください。
（いくつでも選択可）

余

分

に

買

い

過

ぎ

ず

、

必

要

な

物

だ

け

を

買

う

よ

う

に
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る

小
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け

商

品

、

少

量

パ
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ク

商

品

を

購

入

す

る 外

出

す

る

時

は

、

マ

イ

ボ

ト

ル

や

マ

イ

箸

を

使

用
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て
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る

一

時

的

に
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う

物

は

、

レ

ン

タ

ル

す

る

よ

う

に

し

て

い

る

（

ベ

ビ

ー

ベ

ッ

ド

、

家

電

等

）

レ

ジ

袋

や

過

剰

包

装

は

断

っ

た

り

、

詰

替

え

や

簡

易

包

装

の

商

品

を

選

ぶ

よ

う

に

し

て

い

る

野

菜

は

丸

ご

と

使

う

な

ど

、

調

理

く

ず

の

出

な

い

エ

コ

ク

ッ

キ

ン

グ

を

実

践

し

て

い

る

適

量

を

作

り

料

理

の

食

べ

残

し

は

し

な

い

よ

う

に

し

て

い

る

「

賞

味

期

限

」

を

過

ぎ

て

も

捨

て

ず

、

自

分

で

食

べ

ら

れ

る

か

判

断

す

る 生

ご

み

は

よ

く

水

を

切

っ

て

か

ら

出

し

て

い

る 飲

食

店

等

で

料

理

を

残

し

た

ら

持

ち

帰

る

（

ド

ギ

ー

バ

ッ

グ

を

使

う

）

郵

便

ダ

イ

レ

ク

ト

メ

ー

ル

は

断

る

よ

う

に

し

て

い

る

ラ

ッ

プ

を

使

わ

ず

、

ふ

た

付

き

容

器

を

使

用

し

て

い

る

生

ご

み

処

理

機

等

を

活

用

し

て

い

る

そ

の

他

特

に

実

践

し

て

い

な

い

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（性別）

0%
20%
40%
60%
80%
100%

全体(n=1500)

男性(n=790)

女性(n=688)

答えたくない(n=22)

▼「女性」の回答者の方が比較的に実践している割合が多い



市民の主な意識等
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Q16.繰り返し使う取組（リユース）として、あなたが実践しているものを選んでください。
（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（性別）

0%
20%
40%
60%
80%
100%

全体(n=1500)

男性(n=790)

女性(n=688)

答えたくない(n=22)

シャンプーや台所

洗剤などは、詰替

え商品を購入し、

容器は繰り返し

使用している

家具や家電製品

などは、修理して

使用している

フリマアプリやフリー

マーケットを積極的

に利用している

リサイクルショップを

利用するようにして

いる

その他
特に実践してい

ない

▼「女性」で「フリマアプリやフリーマーケットを積極的に利用している」が全体と比較して高い
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Q21.災害時に向けて、何か対策をしてますか。（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（性別）

0%
20%
40%
60%
80%
100%

全体(n=1500)

男性(n=790)

女性(n=688)

答えたくない(n=22)

携帯トイレの

備蓄

災害時のごみの

出し方

パンフレットの

確認

家の整理整頓
災害情報の入

手方法の確認
避難所の確認

水・食料の

備蓄
その他

▼「女性」で「携帯トイレの備蓄」が全体と比較して高い
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Q22. ごみの分別や３Rに関することで、どの媒体による広報を充実させてほしいですか。
（複数選択 最大3つまで）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（性別）

0%
20%
40%
60%
80%
100%

全体(n=1500)

男性(n=790)

女性(n=688)

答えたくない(n=22)

市政だより チラシ・パンフレット ホームページ
SNS（LINE、

Instagram等）
回覧板 その他

▼「女性」で「SNS（LINE、Instagram等）」が全体と比較して高い
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Q23.ごみ処理に関するどのような情報を知りたいと思いますか。（複数選択 最大3つまで）

分別に迷った

際のごみの分

け方・出し方

に関する情報

分別して出し

た資源物が、

どのようにリサ

イクルされ何に

生まれ変わっ

たかの情報

ごみ処理に関

して川崎市と

他都市を比

較した情報

ごみ処理の状

況に関する情

報（ごみの総

量、焼却量、

リサイクルされ

た量や割合な

ど）

災害時のごみ

の出し方など

の情報

ごみ処理にか

かった経費の

情報

ごみ処理の分

野における地

球温暖化の

防止に関する

情報（温室

効果ガスの排

出量など）

どこの場所で

何の資源物

を回収してい

るかの情報

その他 特にない

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（性別）

0%
20%
40%
60%
80%
100%

全体(n=1500)

男性(n=790)

女性(n=688)

答えたくない(n=22)

▼「女性」で「分別に迷った際のごみの分け方・出し方に関する情報」が全体と比較して高い
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Q7.プラスチック資源/プラスチック製容器包装を普通ごみに出している理由を教えて下さい。
（いくつでも選択可）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（居住形態別）

何が対象か

分からない

ため

分別に手間

がかかるため

洗浄に手間

がかかるため

どの程度の汚

れなら出せる

か分からない

ため

収集頻度が

週1回だと少

ないため

分別収集し

ていることを

知らなかった

ため

燃やした方が

良いと思って

いるため

その他

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=256)

戸建て(n=62)

集合住宅（マンション・ア

パートなど）(n=193)

その他：(n=1)

▼「戸建て」で「どの程度の汚れなら出せるかわからないため」
「洗浄に手間がかかるため」が全体と比較して高い
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Q22. ごみの分別や３Rに関することで、どの媒体による広報を充実させてほしいですか。
（複数選択 最大3つまで）

令和６年度川崎市の資源物とごみに関するアンケート（居住形態別）

市政だより チラシ・パンフレット ホームページ
SNS（LINE、

Instagram等）
回覧板 その他

0%
20%
40%
60%
80%
100%全体(n=1500)

戸建て(n=467)

集合住宅（マンショ

ン・アパートなど）

(n=1030)

その他：(n=3)

▼「戸建て」で「回覧板」が全体と比較して高い


